

























ツ時代（1898-1914 年）、第 1 次日本時代（1914-
1922 年）、北洋政府時代（1922-1929 年）、南京政府
時 代（1929-1937 年）、第 2 次 日 本 時 代（1937-



















































































































社長および社長用の住宅 2 棟は現存していた。この 2
棟の建物は、1922 年に日本人建築家である平野勇造の

































































































































































3） 注 1 参照
4） 注 2 参照
5） 冨井正憲「東アジアにおける紡績工場―鐘紡社宅街を中心に―」『年
報 非文字資料研究』第 7 号　pp.195-208　2011 年
6） 山口勝治『三井物産技師　平野勇造小伝』西田書店　2011 年
ると、三上貞の手になる旧日本
人青島中学校校舎ならびに旧寄
宿舎は、旧ドイツ総督官邸をモ
デルとしたものと推測できる。
ただ、こうしたモデルがあった
ことからオリジナル性は欠ける
ものの、三上貞の残した旧日本
人青島中学校ならびに旧寄宿舎
は、日本国内にはほとんど見る
ことのできない極めてユニーク
な建築といえる。いずれにせよ、
当時、ドイツに渡ることなく、
船で近くの中国の青島に来ると
写真9　旧ドイツ総督官邸
